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平成２８年度第１回小牧市廃棄物減量等推進審議会会議録 

 

日時：平成２８年５月１０日（火）１３時３０分～１５時１５分 

場所：小牧市役所 本庁舎３階 ３０１会議室 

【出席委員】 

鳥居 拓弥、佐藤 政明、横井 徳明、小柳 松夫、堀尾 憲生、 

亀井 道代、北出 惠子、伊東 廣二郎、鈴木 淑博、長内 敏将、 

石田 知早人、五藤 隆夫、川渕 義隆、井戸 新二、河村 典久、  

市川 紀六、貝 隆、辻 勝哉、馬場 容子、 

（１９名） 

【欠席委員】 

正門 武彦 

（１名） 

【事務局】 

松岡市民生活部長、小林市民生活部次長、川尻廃棄物対策課長、藤田係長、

余語係長、竹村主事、近藤主事補 

内   容 

川尻課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖本副市長 

本日はお忙しい中、ご出席賜り誠にありがとうございます。

私は本日の進行を務めます、廃棄物対策課長の川尻です。よろ

しくお願いします。 

今回は委員の改選となりますので、会を始めます前に委嘱状

の交付をさせていただきたいと思います。 

 

委嘱させていただく委員は、区長会代表者６名、各種団体代

表者６名、事業者代表３名、学識経験者１名、一般公募４名の

２０名であります。本来ならば、お一人お一人にお渡しすると

ころでありますが、時間の都合もありますので、代表の方にご

受取いただきたいと思います。 

一般公募として委員になられました馬場 容子様、前の方に

お願いします。 

 

～ 委嘱状交付 ～ 
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川尻課長 

 

沖本副市長 

 

川尻課長 

 

 

 

 

川尻課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

川尻課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川尻課長 

 

 

 

それではここで、沖本副市長よりご挨拶申し上げます。 

 

～ 副市長あいさつ ～ 

  

引き続き、委員の皆様に事務局より委嘱状をお渡しさせてい

ただきます。 

 

 ～ 委嘱状配布 ～ 

 

これより第１回廃棄物減量等推進審議会に移ります。会の開

催に先立ちまして、市民憲章の唱和を行います。委員の皆様は

ご起立ください。 

本日の次第の裏面に市民憲章を掲載しておりますので、そち

らをご覧いただき、私が先導させていただきます。続いて、唱

和をお願いいたします。 

 

 ～ 市民憲章唱和 ～ 

 

それではこれより平成２８年度第１回の小牧市廃棄物減量

等推進審議会を始めます。本審議会の会長及び副会長が決定す

るまでは廃棄物対策課長 川尻が進行をさせていただきます。 

 本来であれば委員の皆様に自己紹介をお願いするところで

ありますが、時間の都合により名簿を読み上げさせていただく

ことで、ご紹介に代えさせていただきます。資料１ページをご

覧ください。 

 

 ～ 委員紹介 ～ 

 

 続きまして、事務局の紹介をさせていただきます。 

 

～ 事務局紹介 ～ 
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川尻課長 

 

 

 

 

竹村主事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、この会議及び会議の議事録は公開となっております。

ご承知おきください。 

それでは、まず事務局から次第４の小牧市廃棄物減量等推進

審議会について説明させていただきます。 

 

それでは説明します。 

お手元の資料２ページをご覧ください。 

本審議会は、平成２０年４月１日から施行されました小牧市

廃棄物の減量化、資源化及び適正処理に関する条例に基づきま

して設立されたものです。 

条例第６条第２項にありますように２０名以内の委員を持っ

て組織することとなっております。 

委員の任期につきましては、資料の３ページになりますが、

規則第３条第２項及び第３項にありますように２年とし、再任

は妨げないこととなっています。 

現委員の皆様方につきましては、来度末までとなっています。 

 

また、当審議会の審議事項としては、資料の４ページにあり

ます廃棄物減量等推進審議会運営要綱の 

第２条（１）一般廃棄物処理計画に基づく実施計画等の推進に

関すること 

   （２）廃棄物の減量、再利用等の推進等に関すること 

となっておりますので、これらについて年間に３回ほど審議い

ただきます。 

 

 また、本年の開催日程については、資料６ページをご覧くだ

さい。 

 第１回は本日開催しております。議事としましては次第のと

おりでございます。 

 

 続いて、第２回は平成２８年９月下旬を予定しています。議

事としましては、 
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・平成２９年度小牧市一般廃棄物処理実施計画（案）について 

・小牧市分別収集計画（案）について 

・小牧市災害廃棄物処理計画（案）について 

の３点を予定しております。 

 

一般廃棄物処理実施計画について説明します。廃棄物の処理

及び清掃に関する法律、いわゆる廃棄物処理法の第６条第１項

の規定により、市町村はその区域内におけるごみに関する処理

と生活排水の処理について一定の計画を定めなければならない

とされています。この計画は長期的視点に立った基本計画と基

本計画を基に年度ごとに定める処理実施計画の２つから構成さ

れます。つまり、一般廃棄物処理実施計画とは、小牧市のごみ

の処理について基本計画を基に単年度ごとに定めた計画です。 

 

分別収集計画とは、容器包装廃棄物の減量化を推進するとと

もに最終処分場の延命化を図るため、容器包装リサイクル法第

８条で「市町村は、容器包装廃棄物の分別収集をしようとする

ときは、環境省令で定めるところにより、３年ごとに、５年を

一期とする当該市町村の区域内の容器包装廃棄物の分別収集に

関する計画を定めなければならない。」とされている計画です。 

  

小牧市災害廃棄物処理計画とは、市内における過去の災害や

東日本大震災の経験を踏まえ、今後発生が予測される大規模地

震や水害、その他自然災害に対する事前の体制整備を中心とし、

市民・事業者・行政の連携に基づく災害廃棄物の円滑な処理を

促進するため、環境省が示す「災害廃棄物対策指針」や愛知県

が策定する「災害廃棄物処理計画」に基づき策定します。しか

し、現在、愛知県の「災害廃棄物処理計画」の策定が遅れてお

り、予定している第２回審議会に本計画の案を委員の皆様にお

示しできない可能性が有ります。従いまして、本計画案の進捗

状況によっては第２回審議会を予定より遅らせる、または審議

会を１回増やす場合がございます。そういった場合は事前に委
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員の皆様にご連絡いたします。 

 

 続いて第３回は２月を予定しております。議事としましては、 

・小牧市災害廃棄物処理計画（案）について 

・小牧市生活排水処理基本計画について 

・小牧市一般廃棄物処理実施計画について 

・分別の簡素化と収集体制の見直しについて 

・資源回収貢献団体及びごみ集積場管理功績団体の選考について  

の５点を予定しております。 

 

小牧市災害廃棄物処理計画と小牧市一般廃棄物処理実施計画

については、第２回で審議いただいた内容を基に策定したもの

をお示しする予定です。 

 

生活排水処理基本計画について説明します。先に説明しまし

た廃棄物処理法の第６条第１項に定められる生活排水、つまり、

し尿と水洗便所以外の排水である生活雑排水と、し尿と水洗便

所から排水の処理についての長期的視点に立った基本となる計

画です。 

 

分別の簡素化と収集体制の見直しについては、平成２７年４

月より小牧岩倉エコルセンターにて新炉が稼働を始めたことを

受け、より市民の利便性を高めるため、分別の簡素化と収集体

制の見直しについて検討した結果を説明します。 

 

資源回収貢献団体及びごみ集積場管理功績団体の選考につい

て説明します。資源回収貢献団体とは、本市が実施している資

源回収団体に対する奨励金の交付事業に関して本市が目指す目

標に対して大いに貢献していると判断できる団体であり、ごみ

集積場管理功績団体とは、本市内の１２９の行政区のうち、ご

み集積場の管理状態が優れていると判断できる行政区の事で

す。それぞれに該当する団体を審議いただき、毎年３月に開催
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川尻課長 

 

 

 

 

 

貝委員 

 

 

藤田係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川尻課長 

 

 

 

小柳会長 

五藤副会長 

 

川尻課長 

 

 

する資源回収団体連絡会議の冒頭において感謝状贈呈式を行う

ものです。 

 

続きまして、次第５の議事に入ります。 

議題（１）「会長及び副会長の選出について」ですが、規則

第４条第１項で「審議会に会長及び副会長１人を置き、委員の

互選によりこれを定める」となっておりますが、いかがいたし

ましょう。 

 

特に立候補などないようですので、事務局の提案などはござ

いませんか。 

 

事務局案としましては、例年区長会連合会長に会長をお願い

しております。これは、各お地元の課題としてごみの案件が大

きな比率を占めており、小牧市のごみの現状について現場の声

を一番把握されていらっしゃるためです。従いまして、会長に

小柳委員、また副会長には昨年度から副会長として本審議会に

ご尽力いただいております五藤委員に引き続きお願いをでき

ればと考えますがいかがでしょうか。 

 

 ～ 異議なし ～ 

 

ご異議なしとのことですので、当審議会の会長には小柳松夫

委員、副会長には五藤隆夫委員が選任されました。お二人とも

前の席へお願いします。 

 

 ～ 着席 ～ 

 

 

それでは、ただいま就任されました小柳会長、五藤副会長に

ごあいさつをいただきたいと思います。 

まず、始めに小柳会長お願いします。 
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小柳会長 

 

川尻課長 

 

 

五藤副会長 

 

川尻課長 

 

 

 

小柳会長 

 

 

藤田係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～ あいさつ ～ 

 

ありがとうございました。 

続きまして、五藤副会長お願いします。 

 

 ～ あいさつ ～ 

 

ありがとうございました。 

それでは、規則第４条第２項の規定により小柳会長に議長を

お願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

それでは、議題（２）「小牧市ごみ処理基本計画に掲げる目

標の達成状況について」事務局の説明を求めます。 

 

それでは、議事２にあります「小牧市ごみ処理基本計画に掲

げる目標の達成状況について」を説明いたします。 

達成状況の説明に入る前に今回は改選してから初めての会と

なりますので、まず、ごみ処理基本計画について説明させて頂

きます。 

先にお配りさせて頂いております、この青い冊子となります

が、ごみ処理基本計画２ページの「計画の位置付け」をご覧く

ださい。 

図の右下の「小牧市」とある枠内となりますが、市町村は廃

棄物処理法の規定により、その区域内の一般廃棄物の処理に関

して「一般廃棄物の発生量及び処理量の見込み」、「一般廃棄

物の排出の抑制のための方策に関する事項」、「一般廃棄物の

種類及び分別の区分」、「施設の整備に関する事項」などを定

めた「一般廃棄物処理計画」を定めなければならないとされて

います。 

 一般廃棄物処理計画は、目標年次を１０年から１５年先にお

いて長期的視点に立った基本方針を定める基本計画と、後ほど

「その他」でも説明いたしますが、この基本計画に基づき年度
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ごとに策定する実施計画に分類されます。 

このごみ処理基本計画は、本市のごみ処理について長期的な

基本方針を定めた基本計画であり、平成２２年３月に策定した

前計画から国において平成２５年の小型家電リサイクル法の施

行といった制度改正や循環の質に着目した新たな施策が掲げら

れたこと、また、本市においても平成２７年度からの小牧岩倉

エコルセンターの新ごみ処理施設の稼働に伴い、これまでのご

み処理方法が大きく変わることなど、計画時の諸条件に大きな

変動が生じたことから平成２６年度に改定を行うこととし、本

審議会に諮問させていただいた上で平成２７年３月に新たに策

定したものであります。 

 

計画の期間としては、３ページにありますとおり平成２７年

度を初年度として、中間目標年度を平成３１年度、最終目標年

度を平成３６年度とした１０ヵ年の計画となっております。 

 

計画書の２２ページをご覧ください。 

本計画は、基本理念を前計画から継続して「資源循環型社会

の構築」とし、この基本理念の実現のために３つの基本方針「市

民・事業者のごみ減量・分別に向けた意識啓発」、「市民・事

業者・行政の協働による３Ｒ推進」、「柔軟なごみ収集の推進

と適正なごみの処理」を定めております。 

そして、２４ページ以降にありますよう各基本方針に沿った

具体的な取り組み内容を定めておりますが、この内容に応じた

目標の達成状況については、この後に説明させていただきます。 

 

計画書の２３ページにお戻りください。本計画では、ごみ減

量や資源化の施策に取り組んでいくことにより達成を目指す目

標数値として、 

「資源を除いた家庭系ごみの１人１日あたりの排出量」につ

いて、中間目標年度の平成３１年度は４３０ｇ以下、最終目標

年度の平成３６年度は４２０ｇ以下。 
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「資源を除いた事業系ごみの年間排出量」について、平成３

１年度は１１，７００トン以下、平成３６年度は１１，５００

トン以下。 

そして、「再資源化率」については、平成３１年度は３６％

以上、平成３６年度は３７％以上と定めております。 

なお、各年度の詳細な見込み量等は、計画書の巻末のＡ３資

料に記載してありますので、後ほどご確認いただければと思い

ます。 

 

それでは、改めまして議事の「小牧市ごみ処理基本計画に掲

げる目標の達成状況について」説明させて頂きます。本日の会

議資料の８ページをご覧ください。 

 まず、目標数値の達成状況についてでありますが、「資源を

除く家庭系ごみの１人１日あたり排出量」については、目標値

の４４２．７ｇに対して実績値が４４３．６ｇとなっておりま

す。また、その下の「資源を除く事業系ごみの年間排出量」に

ついては、目標値１１，９１４トンに対して実績値が約１２，

５１７トンとなっております。 

 これらについては、会議資料を１ページお戻りいただき、７

ページの平成２７年度のごみ・資源排出状況をご覧ください。 

家庭系ごみの数値については、この表の上段にあります燃や

すごみ、破砕ごみ、粗大ごみの年間排出量の合計Ａを日数、人

口で割り返したものであり、表の下段にあります「ごみ・資源

の市民１日１人あたり」の欄の上から４段目のＡにあるものと

なります。 

前年の２６年度と比較しますと２．４８ｇ増加しております。

これは、上段の各ごみの年間排出量で見てみますと、燃やすご

みの排出量が前年度と比較して約２８１トン増加したことによ

るものであります。 

これにつきましては、平成２７年度から小牧岩倉エコルセン

ターの焼却炉が何でも燃やせるガス化溶融炉となったことで市

民の分別意識が低下し、燃やすごみに資源等が混入したといっ
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たことも懸念されるところですが、中段の資源の欄のプラスチ

ック製容器包装となりますが、比較的燃やすごみに混入される

割合が多いプラスチック製容器包装の排出量を見てみますと、

前年度より約３１トン増加していることからも分別意識の低下

というよりは、経済活動の活性化等、別の要因によるものと考

えております。 

 なお、資源につきましては中段の資源小計Ｂとなりますが、

年間排出量が約７，９０３トンで前年度と比較して３５トンの

減となっております。 

これは、昨年７月から第２資源回収ステーションで回収を開

始した剪定枝が約３０９トンの増加となっているものの、新聞

や段ボールなどの古紙類が民間の古紙コンテナの普及により大

きく減少したことによるものであります。 

 次に、少し下の事業系ごみＣとなりますが、小牧岩倉エコル

センターに排出された事業系一般廃棄物については約１２，５

１７トンで、目標値１１，９１４トンを大きく上回っておりま

す。これは平成２６年度に事業系ごみの排出量が大きく増え、

約１２，６４４トンであったことに起因しており、平成２７年

度は平成２６年度と比較しますと約１２７トン減という結果に

なっております。 

 ８ページにお戻りください。再資源化率につきましては、先

の７ページの市内で排出されたごみ・資源排出量とは別に集計

しております草木や食品残渣など市外の再資源化施設に搬出さ

れた事業系資源などの数値が確定していないため、空欄とさせ

ていただいております。確定次第、またご報告させていただき

ます。 

 

次に、二つ目の表の「愛知県内１０万人以上の市町村におけ

る順位（平成２６年度実績）」ですが、これは環境省が実施し

ている一般廃棄物処理実態調査における県内市町村のごみ排出

量の集計結果が先日公表されたため、ここでもご報告させてい

ただくものであります。 
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統計の方法が市とは違っているため市の資料とは直接比較は

できませんが、資料にありますとおり本市のごみ排出量及びリ

サイクル率は県平均より良好な結果となっており、いずれの項

目でも県内で３位以内となっております。 

 

次に取組み状況について、説明させていただきます。 

こちらにつきましては、先ほど説明させていただきましたご

み処理基本計画の２４ページから記載しております各方針に基

づく取り組み内容ごとに、達成状況を◎、〇、△で評価してい

るものであります。計画書とあわせてご覧いただきたいと思い

ます。 

 

まず、方針１の「市民・事業者のごみ減量・分別に向けた意

識啓発」、取組１－（１）の「各種媒体を通じた市民・事業者

への積極的な情報提供」、①の「市民・事業者への情報提供」

の「広報やホームページ及び各種パンフレット等の活用」につ

いてですが、平成２７年４月からの「燃やさないごみ」の名称

を「破砕ごみ」に改めたこと、新設した「危険ごみ」の周知を

始め、ごみの出し方や各種ごみ減量化施策の案内などをパンフ

レット、広報、ホームページ、ケーブルテレビ等で行ったほか

平成２７年度は、外国人のためにポルトガル語、スペイン語、

英語、中国語、タガログ語、インドネシア語、ベトナム語のご

みの分け方と出し方のパンフレットを新たに作成し、市の窓口

や外国人を雇用している事業者や共同住宅の管理会社等を通じ

て広く配布を行いました。 

次に、「新たな媒体の活用」についてですが、後ほど「その

他」でも説明いたしますが、ごみ分別アプリ「ごみの日ナビ」

を本年５月１日から配信いたしました。 

こちらについては、現在はまだ日本語でしか対応していませ

んが、将来的には外国語でも対応していきたいと考えておりま

す。 

次に、取組１－（２）の「市民・事業者の意識啓発」、①の
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「市民の意識啓発」の「排出指導の徹底」についてですが、昨

年１２月に小牧市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理に関す

る条例を改正し、長年問題となっている共同住宅の不適正排出

について、共同住宅の所有者等に対して、居住者に対して指導

啓発を行うこと、また、所有者等自身も当該共同住宅専用ごみ

集積場の清潔の保持に努めることといった責務を課すととも

に、市も所有者等に対して改善指導又は独自のごみ集積場の設

置命令ができる旨を規定し、指導の強化を図りました。 

なお、ごみ集積場の巡回や不適正排出者に対する指導を行う

廃棄物適正処理指導員ですが、今年度から２名増員し、４名体

制で行っております。 

次に、「感謝状の贈呈」ですが、ごみの発生抑制・資源化、

ごみの集積場美化に積極的に取り組む団体に感謝状を贈呈し、

活動の継続とモチベーションを高めることなどを目的に実施

し、平成２７年度も本審議会でご審議いただいた上で、資源回

収貢献団体１５団体とごみ集積場管理功績団体として８行政区

に対して感謝状の贈呈を行いました。 

次に、「自主回収場所の利用促進」ですが、資源の排出につ

いて、市民の排出利便性の向上を図るため市内のスーパー等の

空スペースを利用した「資源回収コンテナ」を設置するよう働

きかけ、あわせて市民に対してもパンフレットや出前講座によ

る周知を行っております。 

次に、「エコハートショップ認定制度の推進」ですが、エコ

ハートショップとは、市が市内においてごみの減量、排出抑制、

再生品商品の販売、その他リサイクル活動に積極的に取り組ん

でいる販売店をエコハートショップとして認定するもので、平

成１８年度から開始し、現在１８店舗を認定しております。 

次に、計画書では２６ページとなりますが、「リサイクルプ

ラザ（エコハウス・小牧）での啓発活動」ですが、中間処理施

設であるリサイクルハウスでは、空きびん、空き缶、ペットボ

トルの選別、圧縮、減容といった処理工程の見学会、啓発施設

であるプラザハウスでは、とんぼ玉作り、紙すき体験といった
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リサイクル体験教室、古着・古本のリユースコーナーなどの設

置を行い、意識啓発に努めていきます。 

 

次に、②の「事業者の意識啓発」の「販売・生産事業者への

指導」ですが、過剰包装等の抑制、店頭回収の実施、再生品の

利用等について、販売・生産事業者に引き続き要請していきま

す。 

次に、「排出事業者への排出指導」についてですが、排出事

業者に対して、分別排出指導を実施していきます。 

なお、平成２７年度は、事業者向けパンフレットを新たに作

成し、ＮＴＴタウンページ掲載企業約５，４００社に送付いた

しました。 

次に、「不用品回収業者への指導」ですが、不用品回収業者

とは、主に家庭から排出された一般廃棄物を廃棄物処理法の規

定に基づく一般廃棄物処理業の許可を得ずに回収している業者

のことであり、各家庭に「○○を無料で回収しています」など

といったチラシを投函したりしています。こういった行為は違

法行為であり、収集されたものは不法投棄や不適正な処理が行

われる可能性も高く、また、高額な処理料金を請求されるとい

ったトラブルも発生することがあります。 

 市においてもこれらの情報を把握した際には、適宜指導を行

ってまいります。 

 

次に方針２の「市民・事業者・行政の協働による３Ｒ推進」、

取組２－（１）の「家庭系ごみの排出抑制及び資源化」、①の

「排出抑制」の「生ごみの堆肥化」についてですが、計画書に

も記載してありますように、コンポスト・密閉容器の無償貸与

制度については平成５年度から開始して以来、コンポスト容器

については８，０００世帯以上、密閉容器については１，７０

０世帯以上と多くの方に利用していただきました。 

しかしながら、新たに本制度を利用する方も年々減少してき

たことからほとんどの市民に行き渡り、生ごみ堆肥化容器を体
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験的に利用していただくという所期の目的は達成したものとし

て平成２７年度をもって本制度を廃止し、本年度から補助制度

に切り替えをいたしました。 

以前の無償貸与では、１世帯につき２基までという制限があ

りましたが、補助制度では自己負担は生じるものの無償貸与制

度の利用者でも対象となることから、生ごみの自家処理は今後

も促進されていくものと考えております。 

次に、「子ども服リユース」ですが、この事業は３Ｒの推進

を図るとともに子育て支援に繋げることを目的として、市内８

か所の児童館において概ね小学校低学年までの不要になった子

ども服やマタニティを引き取り、必要とされる方に提供するも

のであります。平成２４年度から開始し、平成２７年度は約５，

７００人の方に、約１８，９００点の子ども服を提供しました。

また、本年度も予定しておりますが、１１月に勤労センターで

開催された「こまキッズフェスタ」においても臨時イベントを

開催し、多くの方にご利用いただきました。 

次に、計画書では２７ページとなりますが、「剪定枝粉砕機

の貸出」についてですが、こちらは平成２２年度から実施して

いますが、今後も市民に粉砕機を無償貸与し、家庭から出た剪

定枝をチップ化して有効利用していただくことにより燃やすご

みの減量及び資源化を図っていきます。 

 

次に、②の「資源化の推進」の「小型家電からの有用金属の

回収」ですが、電子機器に使用されているレアメタル等の資源

化を促進するため、平成２６年７月から第１資源回収ステーシ

ョンでパソコン・携帯電話の回収と宅配回収を開始したところ

ですが、市民の排出利便性を向上するために昨年の１０月から

第２資源回収ステーションでの回収も開始しました。平成２７

年度の資源回収ステーションでの回収実績としては、携帯電話

やノートパソコンやハードディスクといった高品位なものは

６．６トン、キーボードやデスクトップといった低品位なもの

は７．８トン、あわせて約１４．４トンと多くの方に排出して
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いただいております。  

次に、「古紙類の資源化」ですが、燃やすごみには、特にお

菓子などの箱、封筒、メモ用紙といった雑がみの混入がまだま

だ多く見られます。今後も啓発・指導に努め、また、先ほど「自

主回収場所の利用促進」でも触れましたが、古紙回収コンテナ

の設置拡大など排出機会の増加に努めてまいります。 

次に、「剪定枝の拠点回収」については、先ほども少し触れ

ましたが、昨年７月から大草にありますリサイクルプラザ内の

第２資源回収ステーションにおいて、２００㎡の仮置き場を設

置し、剪定枝の拠点回収を開始しました。 

３月までで約３０９トンの搬入があり、燃やすごみの減量・

再資源化に大きく寄与しております。 

後ほど「その他」でも説明いたしますが、本年５月１日から、

この剪定枝を第２資源回収ステーションへ運ぶための公用車の

貸し出しを開始いたしております。 

次に、「資源回収団体との連携」についてですが、子ども会・

ＰＴＡなどの各種団体による資源回収の実施は、ごみ減量・再

資源化のみならず地域コミュニティの活性化にも大きく寄与し

ており、今後とも奨励金の交付など地域団体と連携しながら資

源回収の推進に努めていきます。なお、平成２７年度の回収実

績は約１，９８７トンとなっております。 

 

次に、取組２－（２）の「事業系ごみの排出抑制及び資源化」、

①の「排出抑制」、「環境センターへの搬入物の確認指導」で

は、組合と連携して搬入車両の内容物のチェックを行うなど、

資源分別を徹底していきます。 

次に、「減量化等計画書を用いた排出抑制の推進」ですが、

市内の事業所・店舗において１日に１００㎏以上の廃棄物を排

出する多量排出者や一定規模以上の事業所・店舗を有している

事業者に提出を義務付けている「減量化等計画書」を確認し、

先進事例の紹介を行うなど排出抑制や再資源化を推進します。 

次に、計画書では２８ページとなりますが、②の「資源化の
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推進」、「事業系資源の市外再資源化施設への搬入促進」です

が、古紙、剪定枝、食品残渣などの事業系資源を事業者自らが

資源化を行うよう、又は市外の再資源化施設へ搬入するよう指

導を行います。なお、先の再資源化率でも触れましたが、この

市外の再資源化施設へ搬入された事業系一般廃棄物は、本来は

小牧岩倉エコルセンターに搬入されるものを市外の再資源化施

設にて資源化しているものであるため、本市の再資源化率を算

出する際の資源化量に組み込んでおります。 

 

次に、会議資料９ページの方針３の「柔軟なごみ収集の推進

と適正なごみの処理」、取組３－（１）の「ごみ収集における

サービスの向上」、①の「収集体制の見直し」についてですが、

平成２７年度から、収集時やごみ処理施設での事故防止のため

スプレー缶、使い捨てライター、刃物類等を危険ごみとして回

収しております。 

しかしながら、未だに破砕ごみに大量のスプレー缶が混入し

ており、また、区分としては金属類となりますが、小型家電の

混入も目立つことから、より一層の啓発指導に努めてまいりま

す。 

また、本年度にごみ収集体制最適化の基礎調査を行い、現在

の収集コース、収集量、時間等についての現況調査を行い、分

別の簡素化及び収集体制についての見直しを検討していく予定

であります。 

次に、②の「市民負担の軽減」の「高齢化などへの対応」で

すが、現在、ごみ集積場への排出が困難な高齢者などの世帯に

対し戸別収集を行う「こまやか収集」を実施しておりますが、

今後もケアマネージャー、ヘルパー、ボランティア等の福祉関

係者や親族の方等と連携しながら、支援を継続してまいります。 

③の戸別収集の検討については、戸別収集は市民の排出利便

性が高まり、また排出者が明確となることで分別マナーの向上

が期待されますが、市内には狭隘道路がまだまだ多いこと、収

集費用や時間の増加、受益者負担等の問題があることから、ま
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小柳会長 

 

 

ず、先の分別の簡素化及び現状の収集体制の見直しを行なった

上で、今後とも検討していきたいと考えております。 

 

次に取組３－（２）の「ごみ処理施設及び最終処分場の適正

な維持管理の継続」についてですが、評価については全て◎と

させて頂いております。 

これは、計画書の３２ページ以降に施設の概要を記載してお

りますが、昨年４月から稼働しております小牧岩倉エコルセン

ターについて、大きな事故も発生しておらず順調に稼働してい

ることによるものであります。 

①  の「適正な運転管理」の内、「大気汚染物質の測定・公

表」についても、地元区と協定を締結した厳しい基準値を大き

く下回っております。 

②の「資源化の推進事業」の内、「環境センターから発生す

る中間処理残渣の再資源化」については、計画書の３３ページ

のフロー図をご覧ください。 

燃やすごみ並びにごみ破砕施設にておよそ１５ｃｍ角まで破

砕した破砕ごみと粗大ごみは、ごみ溶融施設にて約１，８００℃

の高温で溶融処理し、建設資機材などに活用できる溶融スラグ

やメタルを回収しております。 

平成２７年度の溶融スラグ回収量は岩倉市の処理分を含めて

約３，９２９トンでしたが、この度、この溶融スラグについて

側溝などのコンクリート製品やアスファルトの骨材としてのＪ

ＩＳの認証を取得したことから、本市におきましてもこの溶融

スラグを使用した製品を公共工事に優先的に利用することとし

たところであります。 

 

長くなりましたが。説明については以上です。 

 

ただいまの説明について、質疑・意見等があればお願いしま

す。 
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市川委員 

 

計画の進捗を管理するうえで、一番大事なことは、最終的に

目指す目標設定に加え、その実現に向けた取り組みの進捗状況

を第３者が見ても客観的に評価できることです。今回の計画で

は難しいかもしれませんが、次回策定する計画は、当事者も第

３者も客観的に評価できるような目標を設定し、達成したこと

が確かに分かる計画にしていただきたいです。 

 

ご意見ありがとうございます。確かに今回示させていただい

た「小牧市ごみ処理基本計画」に対する目標の達成状況は、若

干あいまいな部分もあるかと思います。ご指摘いただいたとお

り、中期・短期の目標を掲げて、その目標が達成できたかをお

示ししていきたいと考えております。 

 

補足として申し上げます。 

市全体の上位計画として「総合計画」という計画がございま

す。今回、新基本計画として作り直した中では、数値目標を掲

げないと進捗状況がわかりにくいということで、「総合計画」

では進捗状況がわかるように目標値を置かせていただいて、新

しい計画を策定させていただきました。基本的に「総合計画」

に基づいて、「小牧市ごみ処理基本計画」もあるという認識を

しておりますし、平成３１年度には中間見直しも考えておりま

す。できるだけ進捗状況がわかる目標値を設定したいと考えて

おりますので、見直しの際には、改めてご相談させていただき

たいと考えております。 

 

「小牧市ごみ処理基本計画」の数値目標は、過去の人口と過

去の実績をふまえて、策定されております。今、進めている取

り組みは順調に推移しており、ごみが減少傾向にあることを評

価していただきたいと思います。 

 

市がしっかり掲げた目標や取り組みの内容に異論はありませ

ん。しかし、もう少し取り組みを客観的に評価できるようにし
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小柳会長 

 

 

 

貝委員 

 

 

竹村主事 

 

 

 

貝委員 

 

 

竹村主事 

 

 

 

貝委員 

 

 

 

北出委員 

 

 

 

ていただきたいです。 

 

年々、数値目標やそれに対する実績が明確に出されるように

なってきております。この数値目標に対する実績を皆様も認識

しながら、進んできていると思っております。 

 

今後は、私たちは市のご指導をいただきながら、地域ではご

みの減量をいかにしていくかが重要だと考えておりますので、

市川委員の意見を尊重して進めていきたいと思います。 

 

 剪定枝の件については昨年の７月から開始されました。公用

車の貸出は、今の時点で何件でしょうか。 

 

 貸出は５月１日から開始をさせていただいております。計３

日間で、１日の午後、７日の午前と午後、８日の午後の延べ３

名の方が貸出をご利用されたという状況です。 

 

 公用車の貸出は、あくまでも土・日曜日ということでしょう

か。平日は貸出できないのですか。 

 

 剪定枝の拠点回収をしております、第２資源回収ステーショ

ンは土・日曜日限定で回収しておりますので、剪定枝運搬用公

用車の貸出も土・日曜日限定とさせていただいております。 

 

 幌をかぶっている公用車を貸し出しているとのことですが、

幌がありますと積込みや排出することが大変かのように思われ

ます。今後、そういった意見が出てくるかと思います。 

 

ごみが、徐々に減ってきたということですが、一般市民とし

ては「年々、燃やすごみが減ってきていますよ。」、「皆さん

の努力や分別意識の向上によって、燃やすごみが減って、資源

ごみが増えていますよ。」ということを一般市民にもわかりや
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川尻課長 

 

 

 

 

 

 

堀尾委員 

 

藤田係長 

 

堀尾委員 

すく、広報等で周知していただきたいです。 

 

 こちらは、毎年、前年度の実績を広報で通知をさせていただ

いております。今年度も、６月１日号の広報に掲載する予定で

す。 

 

プラスチック製容器包装は、小牧市では全部資源化されてい

るのでしょうか、それとも熱処理されているでしょうか。 

 

プラスチック製容器包装は、下末にございますレジオンに搬

入をしまして、選別・圧縮し、再資源化の材料とするという容

器リサイクル協会が定めた流れで処理をしております。したが

って、皆さまが出されたものが燃やされているということは、

ございません。 

 

岩倉市では、資源ごみの日に地域の方が２０～３０名ほど集

まって分別をされています。これは、地域の方にとっては非常

に大変なことだと思いますが、その反面、住民意識が高いです。

この活動を小牧市としてはどう評価していますか。 

 

 小牧市でも、過去にカゴ回収を行なっていたことがございま

す。 

しかし、カゴの出し入れなど地元の負担が非常に大きいので、

今の資源袋で回収するという形に変更いたしました。そういっ

た経緯がございますので、もう一度戻すということは難しいと

考えられます。 

 

 排出量状況の数量には、コンビニのごみも入っていますか。 

 

 コンビニは入っておりません。 

 

 コンビニは分別せずに、全て一緒に捨てております。 
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コンビニのごみは入っていないと申し上げましたが、会議資

料で挙げさせていただいている数値は、一般廃棄物の排出の数

値となります。事業系ごみは、事業系一般廃棄物と産業廃棄物

に分類されます。コンビニから排出されるごみの内、プラスチ

ック類に関しては産業廃棄物となりますので、数値には入れて

おりません。 

 

うちの集積場でも担当者が分別をしなおして、次回に出すと

いうことをしておりました。リサイクルを推進されるのであれ

ば、広報等で啓蒙活動をしていただきたいです。ごみが減って

いるとおっしゃりますが、実際に当番をしていても、ごみが減

っているとは感じないです。毎月でも広報で周知していただき

たいです。 

 

外国人のごみの出し方が気になります。現状では、外国人へ

の指導はうまくいっているのでしょうか。パンフレットを外国

語で書けばよいというわけではなく、きめの細かい指導が必要

ですので、徹底してやっていただきたいです。 

 

外国人のごみの問題は非常に難しい問題です。なので、事業

所にパンフレットを配布する際に、外国人労働者がいるかどう

かの照会をかけ、外国人用の言語のパンフレットをつけさせて

いただくという試みを始めております。 

また、外国人は共同住宅に住んでいる方が多いため、管理者

や管理会社を通じて指導をしていくということを強化しており

ます。 

  

一番地元で懸念しているのは、夜中に破砕ごみなどを捨てる

ということをよく見かけることです。市民の目が行き届くよう

に、ポスターや表示板などで見張っているということを知らせ

る対策があればと思います。今のままだとやりたい放題で、ず

うずうしい人の勝ちになってしまっています。 
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ありがとうございます。以上で質疑を打ち切らせていただき

まして、本日予定している議事を終了します。続いて、次第５

その他について事務局側の説明を求めます。 

 

それでは、次第の５その他（１）ごみ分別アプリ「ごみの日

ナビ」配信開始についてご説明します。 

 資料１０ページをご覧ください。 

 本アプリは、ごみ収集日をお知らせするアラーム機能、ごみ

の分別方法を掲載している「分別マニュアル」、１７００品目

以上の分別を掲載している「ごみ分別辞典」、よくある質問と

その回答集を掲載している「よくある質問」の４つの便利機能

を詰め込んだスマートフォン向けアプリです。 

 開発につきましては、本市が使用済小型家電の戸別回収の協

定を締結しているリネットジャパンと共同で開発を行いまし

た。 

 当資料の最下部にアイフォン、アンドロイド共通のQRコード

を掲載しておりますので、スマートフォンをお持ちの方は是非、

ダウンロードください。 

 

続きまして、（２）剪定枝運搬用公用車貸出開始についてご

説明します。 

資料１１ページをご覧ください。 

本事業はこれまで以上に剪定枝を拠点回収場所へ持ち込みや

すくなるよう市民の利便性向上を図るため、大草にございます

第2資源回収ステーションが開設されている土曜・日曜を限定に

使用されていない公用車を１台、貸出を行うものです。 

平成２８年４月１５日より受付開始、５月１日より貸出を開

始しております。 

貸し出す車としては、現在、廃棄物対策課で使用している公

用車を１台。車種としては三菱キャブオーバーで写真のとおり

ホロ付きの軽ﾄﾗｯｸです。 

 貸出の要件としては、市内に住所を有し、家庭から発生した
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剪定枝を自ら資源回収ステーションに搬入するもの、また、自

動車運転免許取得後、運転経験１年以上を経過し、運転に支障

がない者としております。 

貸出までの流れとしては、事前に電話にて仮予約を行い、そ

の後、申請書と免許書の写しを廃棄物対策課に提出をいただき

ます。その後、市より決定通知を郵送。貸出当日は、決定通知

を持って市役所本庁舎時間外出入り口にあります警備員室に来

ていただき、貸出を行います。 

 使用料金はいただきませんが、使用後は指定したガソリンス

タンドにて実費にて給油を行っていただきます。 

 ５月１日より開始した貸出について、１日（日曜）午後、7

日（土曜）午前と午後、８日（日曜）午後と貸出を実施してお

り、延べ３名が貸出制度を利用しております。 

 

続きまして（３）「一般廃棄物処理実施計画について」です

が、資料１２ページをご覧下さい。一般廃棄物処理実施計画と

は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条、及び小牧市廃

棄物の減量化、資源化及び適正処理に関する条例第１９条で規

定されている市域内の一般廃棄物の処理に関することを定めた

計画です。今回、資料として提示したものは、昨年度、当審議

会でご審議いただき作成した今年度の計画です。今年度も作成

予定ですので、ご自宅に帰られましたら、一度、目を通してい

ただきますようお願い申し上げます。 

 

 ただいまの「その他」につきまして、質問あるいは意見等ご

ざいますか。  

 

 ～ 意見なし ～  

 

 ご意見・ご質問もないようですので、これで終わりたいと思

います。長時間に渡りまして、ご意見賜り、ありがとうござい

ました。今後とも、皆さまのご協力をお願い申し上げまして、
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これにて閉会としたいと思います。  

 


